
た｡

香春岳をはなれ北側へ約2kmの後入道までの遊動

紘,6･7月のビワの時期に特徴的にみられていたが,

本年の調光では観察されなかった｡さらに,これまでは

秋に不本店内の自然林の多い山淀を主に利用していた

が.本年度は山放部をさける傾向がみられ,これまで利

用のあまりなかった二ノ岳 ･三ノ岳の鞍部の利用が観察

された｡冬期には,一定の泊り場を集中して利用し,珍

動FE掛 iI也の季節に比べ短くなる傾向にあったが,1975

年1月ではそれが一層窮著になり,オモノキ谷に多くみ

られるクスの実を主食とし,泊り場としても集中して利

用した｡1日当り平均移動距鉦は680mと1972年,1973

年の平均移動距離1.180mをかなり下まわっている｡現

在継続中の調査でもこの様な土地の典中利用はみられて

おり,個体数の減少により行動域の利用がこれまでにな

い別のカ法でおこなわれている可能性がある｡

高知県におけるニホンザル個体群の分布

古匿 義男 (高知女子大 ･家政)

昭和は年のききこみ調査によって得た賢料にもとづ

普,今Lr一皮は苅知県内7カ所のニホンザル生息地を調査

した｡比況はきわめて不十分であったが,以下にその紙

質を記す｡

1.野根山･小坂山 (安芸郡究洋町)

小坂山から野板山にかけてのかなり広い範囲 (7×3

kmくらい)に20-30頭の群れがいる｡地元では,数群

いるといっていたが1ないし2群と思われる｡林は造林

地と一部に針広混交林がある｡海岸に面した民有林にも

おり,田辺55号線でみることもあるという｡

2.品帽子ケ森 (安芸郡馬路村)

瓜帽子ケ森山 (1,320m)を中心に20程度の1群がい

る｡ここはモミツガの天絵林と,100年以上たった針広

氾交林である管はここより南の通称仙谷山にもいたとい

うが,いまは見かけないという｡

3.別府 (香美郡物部村)

四に三位1(1,893m),東に石立山 (1,708m)のある

校組の碑掠価高知県側に数群いるというが,1-2群で

はあるまいか,もちろん,徳島県側にも越えるものと思

う｡生息域がひろいので再調査の必要がある｡この附近

の非地山,杉絹などには,以前はいたが伐採してからい

なくなったという｡

4.尾生山 (長岡郡大豊町)

20-30文花の1群がいるという｡

5.曲白髪山 (長岡郡本山町)
爪立日払公国に指定されているところで,1群と思わ

れる｡

6.勘定山 (香美郡物部村)

いることは確かであるが,再調査の必要がある｡別府

の群れとは別である｡

7.大師谷山 (土佐郡大川村)

早明浦ダムに流れこむ淑戸川の北側の斜面に1群いる

ようである｡

餌づけされていない群れを重点においた湯河

原地域個体群の生態学的解明

田 中 進 (マカク研究会)

箱根地域に生息する餌づけされていない群れである広

河原群,須雲川群,泉群について報告する｡このうち泉

群は,1972年12月に餌づけ群である天原山群から分裂し

た群れであるが,現在群れが存在するという可能性は非

常に少ないことがわかった｡また,泉群が生息していた

地域には,1974年秋頃より天照山群を離れた20教頭のグ

ループが生息した可能性が払いが,これについては現在

調査を継続中であり,1975年度共同利用研究の一環とし

て報告される予定である｡広河原群については,個件数

の変動あるいは構成に関する新らたなYi料は狩られなか

った｡遊動域については若干の変化がみられた｡窮怒川

群については,′{-クウ占イ群 (餌づけ群)の飢づけ放

棄 (1974年9月15日)後の分裂による好轡が払く,特に

遊動域の変化がみられた｡以上3群以外の餌づけされて

いない群れの存在に関しては,金時山周辺に1郡存在す

る可能性が強いが,1974年には調査が十分でなかった関

係上不明である｡

また,餌づけ群を含めて,箱根地域の各群れ問には,

個体の離脱 ･加入を通しての交流以外にも,群れ同士の

出合い接触があることがわかった｡

従前に得た資料と比較対象し,変化を明らかにする作

業は,現在継続中で報告することができなかった｡

オスの灘脱 ･加入および群れ内のグJLJ-ビン

グ現象に関する研究

福田 史夫 (マカク研究会)

箱板地域に生息する近接した4群間の関係を,個体訊

別下にあるで群個体の離脱と加入に注目して,4群問の

関係を調査した｡また,同時に,年間を通じて,T郡餌

場に出席するグループの構成 (T群の一部の個体だけよ

りなるグルーブが出席することが多い)を記録し,遊動

中の群れの分岐 ･合流の過程をも調査した｡

野生ニホソザルのグルーピソグ現象については,これ

までの報告例は少ない｡

蟹者は '69年より野生ニホンザルの遊動中に生じる,

群れの分岐 ･合流と,この間の若年オスの離脱 ･加入の

過程の調査をおこなってきた｡
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野生ニホソザルにおいては,一つの郡れ (周年を迅じ

て,生坊を州こする劾庇が朽いm体より形成される両性

を含むあつまり)がJli動中,2･3のグループに分岐す

ることが皮･4税祭された｡分岐したグループが数 日間

(1カ月に及ぶこともあった)胴体の移山人がない安定

したグループとして遊動生活をおこなっていることが悦

窮された｡特に,この切合.分岐したグループでは,也

･年令･血縁耶成において,また,他郡山身個体のT郡
への関り方について四季の変遷と料こ興味ある宍料が得
られた｡

ニホンザルの群れ構造を考察するにあたって,地域個

体群内の1つの群れの中での分析は誤った結論へ弔いて

いくように思われる｡地域個体郡内の近接した数郡問の

関係を長年月に亘って捉えてこそ,群れ生活している,

ニホソザルの柾の社会の宍体がロに見えてくるのではな

いだろうか｡

現在もなお,調査が肘枕されているので,Yf料は整理

･分析中である｡

ニホンザルの異常ヘモグロビンl)2)

石本 剛- (三正大 ･医)

TE先泳動で正常-モク｡ピソ(Hb)より近い易動度を

もつ異常Hbがニホソザルの地城的に取られた2つの群

れ柴田 (伊汎 沿河原)に出現することを昭和47年度共

同利用研究時に見出したので本研究でその祝祭を確かめ

るとともにより詳細な研究を行うことを目的とした｡

1974年5月伊豆波勝崎野狂公苑において既に捕社中の

ニホソザル21例を採血し検査すると4例に前回同様の爽

常tJbをもつ胴体を見出し血液試料を突放卦こもちかえ

り検査に供した｡

研究成果は既発表論文にまとめられているが,この界

常Hbはカニクイザル変異Hbの1位Hb-p7nLに析似し

てI'TIVI'troで分子重合を示す特異な性質を有すること,

しかしカニクイザルの場合と異なり盃合体は比較的均一

で正常Hb2分子に対応する分子量を示すこと,Hb異

常はP駅に由来しβTplOペプチドの1アミノ酸のシス

テイソ旺晩で生じたと挫折11されている.

現在までこの爽常Hbは伊沢および近接する拐河原の

1) 変>Tmt･部門 庄武孝.･流との共同研究

2)なお研究成果の一部は｢ニホンザルのFTq.冊-モク
T,ピソ｣日本人抑旺伝学会妨19回大会 (1974.ll
月)｡人氾誌,20tl):33.1975に発表し,G.
Ishimoto,M.Kuwata&T.Shotake,A Va･
riantHemoglobinFoundinMacaca/uscafa:
AnotllerPolymerizingHemoglobinofMa･
caques.J.Anthrop.S∝.Nippon83(1975)･.
inpress.にまとめて租LBした｡

郡袋田のみにかなり苅抑圧に分布している｡変界迫伝子

が一部群柴田のみに限･)てul現する現魚はニホ./ザルに

ついてこれまで調査された多くの多型性形TIに共迅して

認められる価向であるが.今筏とくに閃双より北方の群

がミ田のIlb変界の炊索が (これまで殆んど宋扱査なの

で)包まれる｡

下北半島のブナ ･ヒバ林生態系1)

柾生構造について

荻野 和彦 (京大 ･畏)

下北半島のブナ･ヒバ林地帯はおおむね標高400mを

境として,上部にブナ林,下部にと,(林が成立し,沢ぞ

いにはトチノキ,サワグルミが擾占する｡高木屑を占め

る樹種によって柾生型をわけると,1)ブナ型,2)ヒバ

班,3)トチノキ型の3つの型の林分が認められる｡

荊木屑にはと.く,ブナ,カエデ研,サワグルミ,オヒ

.Zウ,コバノトネ1)コ,ホオノキなどが出現し,低木現

には-クウソポク.オオ.,:ク｡モジ,オオカメ/辛,ツ

リバナ,ノリウツギ,ゴソゼツ,アオ-メ,ナナカマド

ヤマツツジ,コアジサイなどがみられる｡

苛森営林局はここで皆代.択伐,抑伐などの森林施菜

をおこなっている｡疎林施課が自然柳生- ニホンザル

の校息環掛こどのような形やなお上はすかを調べ,変化

した相生の回役過程を追跡するため,各施菜地に永久プ

T]ツトを設けた.20×80mt又は40×40mSにふくまれ

る全立木の胸高在径 (D)と捌芯 (H)を測定し,調査

林分の位皿などにはかまわず,両対数和上におとしてみ

ると,松任ごとに別の曲紋が描ける｡D-HBg係をあら
わす曲線は,

盲 -碁 +B

であらわすことができる｡定数h,A,Bのうちh,B

は高木天和こついてはほとんどおなじ倍をとるのに対し,

Aは桝位の耐陰性と関係して興った倍をとるようであ

る｡さきにあげた苅木屑に出現する桝筏の1)ストは,耐

陰性の掛 ､ものから低いものへのmにならべてある｡妹

分を耶成する約位それぞれの特性を,たとえば耐陰性の

ちがいとしてとらえることができれば,自然状腿におけ

るこの地方の相生柄道の動態をあきらかにしうるはずで

あると考える｡

1)86回日本林学会大会ご講談下北半島にみ られ る
p-H関係
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